（障害区分）よくある質問

	  Q１　毎年派遣選手選考会に出ていますが、障害区分など細かいことがよくわからず、

　　　いつも市の担当者の方と相談して申し込んでいます。今回も同じ競技種目に出たい

ので、いつもと同じように書いておけばいいのでしょうか？
  A１　基本的に、ご自身の障害の程度に大きな変化がないようならば、例年と同じ障害

　　　区分でお申し込みいただくのが適当と考えます。

　　　　ただし、年齢区分については加齢による変更が起こり得ますのでご注意ください。
	


	  Q２　肢体不自由で身障手帳を持っています。陸上競技に出たいのですが、どの障害区　　　　分に該当するのでしょうか？
  A２　障害認定の原因となった疾病と、残存した運動機能の程度に基づき、
  　 該当する障害区分を特定します。
    ○切断、外傷、その他の機能障害
  　　自立、または杖で、立って競技する　→　肢体不自由１　（陸上１～９）

      車いすで競技する                  →　肢体不自由２　（陸上１５）

    ○脊髄損傷など、中枢神経の機能障害
  　　自立、または杖で、立って競技する　→　肢体不自由１　（陸上１～９）

      車いすで競技する                  →　肢体不自由２　（陸上１０～１４）

    ○脳原性麻痺（脳梗塞など）による機能障害
  　　自立、または杖で、立って競技する　→　肢体不自由３　（陸上２０～２２）

      車いすで競技する                  →　肢体不自由３　（陸上１６～１９）
    ○疾病によらず、電動車いすで競技する
 　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　→　肢体不自由４　（陸上２３）
	


	  Q３　疾病で左太ももを切断し、左下肢全廃（３級）の障害認定を受けました。
  　　普段の生活では、車いすで移動することも、杖で移動することもあります。
 　　 ソフトボール投に出たいのですが、どの障害区分に該当するのでしょうか？
  A３　日常生活の中でなく、競技で車いすを使用するかどうかで判断します。
    ○競技中に杖を使う（立位）
 　　 肢体不自由１　片大腿切断、片下肢完全　→　陸上－５
    ○競技中に車いすを使う（座位）
      肢体不自由２　脊髄損傷、脳原生麻痺以外の車いす使用   →　陸上－１５
	


	  Q４　手首や膝など、関節部で離断した場合の障害区分が良く分かりません。
  A４　切断個所による障害区分は、以下のとおりです。
    ○上肢の切断
      手部から指先までの切断                  　　　 → 手部切断
      前腕部から手関節までの切断（手関節離断含む）　 → 前腕切断
      肩関節から肘関節までの切断（肘関節離断含む）   → 上腕切断
    ○下肢の切断
      膝関節より末端の切断（足部切断含む）　　　　　 → 下腿切断
      股関節より膝関節までの切断（膝関節離断含む）   → 大腿切断
	


	  Q５　交通事故で脊髄を損傷し、両上肢の軽度障害（６級）、両下肢の著しい障害
 　　　（２級）の障害認定を受けました。車いすでの陸上競技を考えていますが、
 　　　頚髄がどの程度残存しているかなど、細やかな障害区分が良く分かりません。
  A５　日常生活の中で、以下の動作ができるかどうかで、概ね判断してください。
 　　 ①日常生活時の車いすの種別　　電動　　　　→　電動車椅子常用
                              　　　電動でない  →　（②へ）
      ②肘関節より先の上腕部を、重力に逆らった状態で垂直に伸展
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    　　　　　　　　　　     　　伸展不能　→　第６頚髄まで残存
    　　　　　　　　　　     　　伸展可能　→　第７頚髄以上が残存（③へ）
      ③指の伸屈や動き方の様子
 　　 　じゃんけんの「グー」ができない、物を握れない　→　第７頚髄まで残存
 　　 　物を握って持てるが、指を強く開いたり閉じたり
 　　 　できない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→　第８頚髄まで残存
 　　 　上肢機能に特に異常がない　　　　　　　　　　  →　下肢麻痺で判断
                                                         （④へ）
      ④座位バランス
        背もたれのない車いすに、腕の力の支えなく安定して座る
      　　　　　　　   　　座位保持不能　→　下肢麻痺で座位バランスなし
         　　　　　　　  　座位保持可能　→　下肢麻痺で座位バランスあり
	


	  Q６　肢体不自由の他、聴覚障害が重複しています。出場区分はどちらでしょうか。
  A６　運動機能に影響のある、肢体不自由の区分での出場が適当です。なお、申し込み
 　　 の際には、重複障害がある旨と、手話または要約筆記が必要かどうか、介助人の有
 　　 無などについて、それぞれ記載してください。
	


	  Q７　視覚障害があります。陸上競技で音源補助か、介助人の伴走を必要としています
 　　 が、どちらが出来るのか、よく分かりません。
  A７　視覚障害の音源補助、または介助人の伴走は、競技種目によって異なります。
 　　○競走競技　 50m　　　　　　　音源補助 ＋ 走路内の競技役員の声
 　　　　         上記以外　　　 　　介助人の伴走のみ可
 　　○走幅跳　                      音源補助、声かけが可（競技役員による）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※立幅跳は不可
 　　○投てき競技                    音源補助、声かけが可（競技役員による）
	


